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1984（昭和 59）年 8 月 3 日，ロサンゼルスのポー
リーパビリオンで，私は涙をぬぐおうともせずに
会場の拍手に応えていた．最終演技のゆか運動を
終え，アメリカのビドマー選手をわずか 0,025 点
の差でおさえて個人総合優勝が決定した瞬間のこ
とだった．金メダルを取れたことは嬉しかった．
しかしもっと嬉しかったことは 16 年間打ち込ん
できた体操の，その全てを悔いなく出しきれたこ
とが，私には何よりも嬉しかった．これまでの体
操人生を振り返ってみると，順風満帆な体操人生
ではなかったし，けっして器用な選手でもなく，
指導者からは「具志堅は体操に関する素質はない
が，努力する素質はある」と言われ，人の 2 倍も
3 倍も練習を重ねてきただけに，このメダルは天
からのご褒美だったと思う．
2 度のケガとモスクワオリンピックボイコット
は，私を鍛えるには十分な材料であった．あのケ
ガとボイコットがなければ，もしかすると金メダ
ルは取れていないのかも知れない．そう考えると，
これまで私を支えご指導いただいた先生方をはじ
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め，多くの体操仲間にお礼を言いたい．「ありが
とうございます」と．
このメダルを一言でいうのであれば．まさに「ピ
ンチはチャンス」である！「あきらめるな！」と
教えてくれている．
勿論，これまで人並み以上の努力を続けてきた
が，私の根底にはいつも「体操が大好きだ」と言
う熱い思いがあった．どのスポーツをするにもこ
の「好き」というものが無ければすぐに心が折れ
てしまうのではないだろうか？
こう考えるとあらためて，体操に出会えたこと，
そして母親の「人の倍，努力をすれば金メダルも
夢ではない」と言い続けてくれたことに感謝しな
ければならない．
４．その後の人生
ロサンゼルスオリンピック後も選手を続けてお
り，同時に研究員として授業等でも学生を指導す
るようになった．これがなかなか難しい．他のス
ポーツと異なり，非日常的な動きが多い．そのた
め感覚的に体が慣れていない動作を行うのがその
要因であり，学生の恐怖心をいかに取り除くの
か？毎日が勉強であり，試行錯誤の日々を過ごす
ことになる．この一人ひとり違う動きに対してア
ドバイスすることが，その後の指導者としての原
点になっていると思う．体格や体質，筋反応も違
う選手を指導するのはやはり至難の業であった．
現役を引退後，私は体操の発祥の地，西ドイツ
に 2 年間留学した．ドイツ留学で学んだことは，
指導者の「権限」と「責任」がはっきりしている
こと，それと施設の充実，安全対策という面では
非常に考えられており，ドイツから学ぶものは実
に多かった．
2 年間のドイツ留学を終え，私は本格的に母校
に勤務し教員として指導者としての道を歩むこと
になる．本当にありがたいことであり，このよう
な環境に身を置き大好きな体操と向き合うことが
できることに大変嬉しく関係者に心より感謝を申
し上げたい．
５．後輩に一言
私が監督時代選手にたびたび話した事柄の一つ
に，周到な準備は良い結果を生むという内容であ
る．つまり，準備の「準」，実行の「実」，反省の「反」
について，大事なことは「準」と「実」の輪を大
きくしていき，「反」の輪を小さくすることである．
何かをしようと考えたとき，まず行うのが準備で
あり，準備をしたら次に実行し，その後に反省を
する．試合でいえば練習して試合を行い，失敗し
たら反省をする，という流れである．そしてこの
3 つは常に関連して繋がっていなければならな
い．この反省を次の準備に生かすことができなけ
れば，それは本当の反省ではない．つまり反省し
たことを次の試合の準備に生かし，準備としての
練習を積み重ねていくと試合での失敗も少なくな
り結果を残すことに繋がる．
準備の輪は，目標を持つことで大きくなる．自
分の目標をどこに置くのかをハッキリさせれば
「準」を大きくして，それが試合の「実」に繋が
ると思う．
目標は自分たちの努力次第で，どんな結果にも
導くことができると思う．つまり，最高の結果を
出すためには，努力することが欠かせない．努力
をし続けるためには明確な目標を持てるように選
手自らも，そして指導者も考えなければならない．
「がんばるとは，我を張ること」「今やっている
ことに我を張ってほしい」
日常のことでも，練習の時でもよく「がんばれ」
の応援を聞く．これは「何かをしたいと思ってい
るときに我を張ること」とある．今，あなたはな
にを目指しているのですか，そのことへ向かって
コツコツと練習を続けてほしい．いつもは「三」
ぐらいでやっているとすれば「四」にしてやって
みる．疲れた時や，集中力が切れそうなときに「よ
し！もう少し」と思ってふんばる．それが頑張っ
ている姿である．がんばるという言葉は簡単だ．
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しかし実際がんばることは難しいです．がんばれ
日体大！がんばれ日体大生！！
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